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津波流出した漁船を
片付ける漁師たち。
重機のレンタル代は
往復運搬費だけで 8
万円。1日ごとに 4
万円必要だという
（2024 年 3月、珠
洲市寺家にて撮影）

連載　第６回

ルポ 能登半島地震

　3月下旬に能登半島東部の珠洲市三崎町寺家
（じけ）を訪ねると、地区に暮らす漁師らが津波
で流出した漁船を自らレンタルした重機で片付
けていた。県や県漁連にこれまで何度も撤去作
業を要望していたが、一向に物事が進まないこ
とに痺れを切らし、自分たちでやることにした
という。
　今回の災害では「公助」よりも「共助」が目
立ち、困難な状況に「自助」で対応している現
場を多く見かけた。公の支援や救援がなかった
わけではないが、住民同士で支え合い、個々で
対処しなければいけないほど、公の存在が希薄
なのだ。自衛隊による現地活動も断水地域での
給水や入浴支援を除き、3月で炊き出しや物資の
配布支援を終えている。
　能登半島地震に限らず、発災直後は一人ひと
りが自身や家族を守る必要があり、公助による
災害支援は遅れてやってくる。とくに今回は道
路の寸断や崩落が半島全域で発生し、外からの
援助や支援には時間が掛かった。しかし3カ月が
経った現在も公助ではなく自助でやらざる得な
いケースが少なくないのだ。

（むらやま・よしあき） 写真家。1971年、横浜市生まれ。徳島市在住。
農業系出版社勤務を経て、2005年に独立。日本写真家協会会員。

第35回 全国保険医 写真展

お問い合わせは保団連文化部（03-3375-5121）まで

募集要項と応募用紙は『月刊保団連』１・２・３月号に掲載。

2024年４月１日（月）〜

５月15日（水）

募 集 期 間

作品
募集

■ 応募規格 半切またはA3判サイズの
いずれか　組写真は不可
カラー・モノクロは自由

■ テ ー マ 個別テーマは設定せず、
全て自由テーマとします。

■ 出 展 数 １人２点以下
■応募資格 会員とその家族・従業員、協会・医会事務局員　

他の写真展に応募している作品（または入選した作品）の応募はできません。
■ 出 展 料 １点 4,000円　２点目 1,500円

（返却を希望される方は梱包・発送料（2,000円）が別途かかります。）

■写真展 開催期間　2024年７月30日（火）〜８月４日（日）

写真は前回第34回全国保険医写真展・会長賞 
土佐征英（京都府保険医協会）「出番前」

村山嘉昭

　地震と津波の被害に遭った寺家では、幸いにも地区内で犠牲者は出な
かったが、海岸沿いの集落は壊滅的ともいえる被災状況となっている。
地元住民によると、最初の揺れから10分も経たずに津波が襲来し、地
震で倒壊した家屋からあらゆるものを引き剥がしていったという。現地
はいまも当時の姿のまま潮風にさらされている。
　この日、重機を操っていたのは区長でもある漁師の蟹谷博樹さんだっ
た。冬季の間は地域の除雪作業を市から委託されており、大型特殊免許
を持っているという。「県や国は要望を言ってくれというが、何度言っ
ても動かない。だから仕方なくやっている」


